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 待機者 321名のうち、特別養護老人ホームAに継続して入居を希望するのは 77名（24%）
であった。死亡している者も 44 名（14%）いた。（図１） 
図１ 入居希望 
     
 ２）現在の住まい 
 回答があった 155 名のうち、他の特別養護老人ホームに入居している者が 28 名（18%）、
自宅にいる者が 24 名（16%）、老人保健施設にいる者が 19 名（12%）、グループホームに
いる者が 17 名（11%）などであった。（図２） 




















 回答があった 155 名のうち、認知症の症状がある者は 119 名（77%）おり、認知症日常
生活自立度は図３の通りである。また、認知症の症状はない者は 16 名（10%）、無回答
20 名（13%）であった。 




あった 155 名のうち、はいと回答したのは 12 名（8%）しかおらず、いいえと回答したの
は 40 名（26%）、どちらでもないと回答したのは 48 名（31%）、無回答が 55 名（35%）で
あった。（図４） 
図４ 本人自身が入居を希望 
          
 入居申込み理由の中で、「介護者の確保はできるが、あえて施設利用を選択した」という
調査項目では、回答があった 155 名のうち、はいと回答したのは 14 名（9%）のみであり、
いいえと回答したのは 51 名（33%）、どちらでもないと回答したのは 24 名（15%）、無回
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      図５ 介護者の確保はできるがあえて施設利用を選択 
        
入居申込み理由の中で、「同居家族はいるが、就労等のため、介護に専念できない」とい
う調査項目では、回答があった 155 名のうち、はいと回答したのは 35 名（23%）であり、
いいえと回答したのは 39 名（25%）、どちらでもないと回答したのは 17 名（11%）、無回
答が 64 名（41%）であった。（図６） 
       図６ 同居家族はいるが就労等のため介護に専念できない 
           
 入居申込み理由の中で、「同居家族がいないため、介護する人も ない」という調査項目
では、回答があった 155 名のうち、はいと回答したのは 31 名（20%）、いいえと回答した
のは 58 名（37%）、どちらでも と回答したのは 18 名（12%）、無回答が 48 名（31%）
であった。 
 また、「同居家族 いるが、要介護状態である」調査項目では、回答があった 155 名のう
ち、はいと回答したのは 36 名（23%）であり、いいえと回答したのは 42 名（27%）、どち
らでもないと回答したのは 17 名（11%）、無回答が 60 名（39%）であった。 
 「同居家族はいるが、介護が必要でないものの、病弱である」という調査項目では、回
答があった 155 名のうち、はいと回答したのは 21 名（14%）であり、いいえと回答したの
は 43 名（28%）、どちらでもないと回答したのは 25 名（16%）、無回答が 66 名（43%）で
あった。 
「既に入居中の病院、施設から退院、退所を求められている」という調査項目では、回
答があった 155 名のうち、はいと回答したのは 16 名（10%）であり、いいえと回答したの
は 57 名（36%）、どちらでもないと回答したのは 24 名（15%）、無回答が 58 名（37%）で
あった。 
「経済的に介護にかかる費用を賄うのが困難である」という調査項目では、回答があっ
た 155 名のうち、はいと回答したのは 16 名（10%）であり、いいえと回答したのは 48 名





























        
        
 
         



























































 特別養護老人ホーム A の入居に関する意向に関する調査項目では、回答があった 155 名
のうち、「今すぐ入居したい」と回答したのは 20 名（13%）、「概ね半年先に入居したい」
と回答したのは 6 名（4%）、「必要になっ 時に入居したい」と回答したのは 36 名（2 %）、
「その他」と回答したのは 33 名（21%）、無回答が 60 名（39%）であった。 
          図７ 現在の入居に関する意向 
          
 「今すぐ入居したい」と回答した 20 名の現在の住まいは、「自宅」7 名（35%）、「老人保
健施設」6 名（30%）、「グループホーム」3 名（15%）、「民間の有料老人ホーム」2 名（10%）、
「その他」2 名（10%）であった。（図８） 
          図８ 今すぐ入居したい人の現在の住まい 
          
 現在の住まいで「自宅」と回答した 24 名（図２参照）のうち、現在の入居に関する意向
は、「今すぐ入居したい」が 7 名（29%）、「その他」が 15 名（63%）、無回答が 2 名（8%）
であった。（図９） 
           図９現在自宅の人の入居に関する意向 
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         図１０ 他の特別養護老人ホームにも申込みしているか 
          
 
２．二次調査（ヒアリング調査）結果について 
 一次調査の中で二次調査可の回答をした者 18 名のうち、ヒアリング調査への協力の意向
を示し、調査期間内に日程調整が可能であった 13 名にヒアリング調査を行った。 
 13 名の現在の住まいは、特養 3 名、介護老人保健施設 2 名、介護療養型医療施設 1 名、
グループホーム 1 名、病院 2 名、自宅 1 名、死去 3 名であった。 
 
１） 本人の状況 
 13 名の対象者から高齢者本人の状況について聞き取りを行った。13 名のうち、認知症が
ある者は 8 名、認知症がない者は 5 名であった。また、認知症がある 8 名のうち、グルー






























































 家族介護者は、13 名全員が事前に 1 箇所以上見学を行っていた。一方、本人が見学をし
た者は 4 名（31%）のみで、見学をしていない者が 9 名（69%）いた。本人が見学をした 4
名は、全員認知症があった。本人が見学をしていない 9 名は、認知症がない者が 5 名、認










対象者 認知症の有無 施設申込み状況 他施設検討状況
A 無 特養４箇所 特養のみ検討
B 無 特養８～１０箇所 特養のみ検討
C 有 特養３箇所 夫婦で入居できる施設を探していた。グループホームも検討したが、夫には認知症がなく、やめた
D 有 特養６箇所 グループホームも４～５箇所見学はしたが、本人に他者への攻撃性があり歩行困難な状態もあったため、退去させられそうだと思い、申込みはしなかった
E 無 特養３箇所 有料老人ホームなどについて、居宅ケアマネージャーから紹介されたが、金銭面で難しかったため、やめた
F 無 特養７～８箇所 介護老人保健施設も申込みを検討したが、施設を見学した際、３時間の座位保持が出来ない方は対象外と言われたため、やめた



























































































C 有 有 特養３箇所見学した。様子を見たいため。 無 行ってもわからないし、連れて行くのも大変なので。



























































































































































































































































































A Study on Cares for the Elderly on the Waiting List for Special Nursing Homes for the Aged （Part1）
―The Situation of Application for Other Homes by People Waiting for Admission  
for a Special Nursing Home―
TSUJI Yasuyo , ASANO Izumi , YOSHIURA Toru
Abstract
　［Objectives］ A purpose of this study is that people waiting for admission of the special elderly nursing 
home clarify the actual situation of the application to other facilities. ［Methods］ After having carried out 
questionary survey to 155 expectant of special nursing home A in the A city of Kanto, to 13 people that an 
agreement was provided, I carried out the hearing investigation by the semi structured interview. ［Result］ All 
13 waiters of special elderly nursing home A applied to other special elderly nursing homes or group home. The 
family caregiver observed it before facilities application, but it was only four people that the person observed. 
［Conclusion］ The family caregiver had uneasy thought whether you could enter, and it was thought that I 
applied to plural facilities. The survey found that the family caregiver apply for admission for a group home for 
reason of less waiters than a special nursing home.
Keywords: special nursing homes for the elderly, people waiting for admission, visit before entering, group 
home
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